
 
 

 

 

 

 
 
空き家活用の支援 
最大190万円 

              平成26年度「空き家・ふるさと復興支援事業」スキーム 

＜空き家/入居者＞ ＜県＞ ＜市町村＞ 

空き家 
の再生 
・活用 

調査実施 
･空き家実態把握 
･利活用への活用 

 
 
 
 
 
 
 
 ※物件の発掘 
 ※所有者等と 
  の連絡調整 

 

   

入
居
者
へ
の
補
助  

入居（定住） 

クリーニング 

リフォーム 

※調査が必要な場合 

県内への 
移住者 

被災者 

恒
久
住
宅
と
し
て
活
用  

定
住
住
宅
と
し
て
活
用  

被災者 
支援 

 
恒久住宅 
の確保 

＜主要な効果＞ 

人口減少
対策 

 
定住人口 
の増加 

＜補助金額＞ 

現
状
・
課
題
認
識 

空き家 
対策支援 

  
 

生活環境向上 
地域活性化  

利活用の第一歩 

入居への 
準備 

○人口減少（流出）の深刻化  
○被災者の生活再建の本格化 等 

風評被害によ
り定住・交流
人口、移住希
望者が減少 

被災者の生活基
盤（恒久住宅）
確保の困難化 

風評被害 
と相まって、更なる
人口流出の懸念 

○空き家問題の深刻化 各課題への 
一体的取組 

 
 

空き家と需
要のﾏｯﾁﾝｸﾞ  

復興に向けた 
事業の構築 

・全国的にみて高い増加率 
・生活環境悪化等の深刻化 
・市町村でも高い問題意識 

空き家 
の増加 

環境悪化 
魅力低下 

人口流出 
地域衰退 

空き家の 
悪循環  

主要
課題 

市
町
村
へ
の
補
助  

持
ち
家 

併
用
住
宅 

賃
貸
住
宅 

流入減 
流出増 

連
携 

物件確認 
相談対応等 

最大 
３００
万円 

最大 
４０ 
万円 

最大 
１５０
万円 

空き家実態
調査補助 

再生 
リフォーム 

補助 

ハウス 
クリーニング 

補助 

※工事費の1/2  

※市町村の国事業の活用
状況により異なる 


